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このメールジャーナルは、昨年までは SABSNPO 内部向けのものでしたが、今回も、ひょ

っとして。 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることに

しています。  受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メ

ールあて先にお知らせください。自分では活動したくないが、寄付のつもりで支援してや

ろうという方も大いに入会を歓迎いたします。 
このジャーナルのバックナンバーはホームページ（上記 URL）にあります。 
 
 

1）今日の話は昨日の続き、今日の続きはまた明日。 

① 日本での学問の基本的は"読み、書き、そろばん“でした。 

  この事情が最近は大きく変わってきています。この 3 つの基本の 
項目の前に“聴き、話し”という項目が入る必要があるようです。 英語の聞き取り、

発音などが日本人は不得手だと言われていますが、その基本として、日本語の発音、話

し方、しゃべり方がもっと重要なのです。 
放送大学でいろいろの先生方の講義を聴く機会が多くなりましたが、聴くに耐えないよ

うなものにもしばしばお目にかかります。NHK の放送でも、いわゆる朗読というもの

にも情報伝達というよりも、感情表現に傾くあまり、基本的な発音、抑揚、音節きりな

どに不備なものもあるようです。 日本語がこれですから、英語の発音が聞き取れる筈

がありません 

② "ものわりのはしご"  清水卯三郎著 多田 愈 （翻訳、解説） 

化学と工業 60-10 pp990-991(2007) 
最近、早稲田大学の多田先生にお願いして、先生の解説された御本のコピーをいただき

ました。 できれば、そのうち機会があれば、先生にお願いして話題として取り上げた

いと思っています。安易にヨーロッパ語も、中国語も用いないで何とかしようという 
昔の人の苦労と努力がしのばれます。ただし成功しているかどうかは別の話です。 

①の項目にも係わることなのです。 

http://www.sabsnpo.org/
http://www.sabsnpo.org/


 

2）第 9 回定例会の報告 
① 出席者８名（会員４名） メール送付先（124 名） 
② 人工骨などの特集記事を紹介しましたが、多くの分野で散発的な活動があり、総括的

に調査するのが難しいという現状についても話しました。 
③ インターネットで探した、つくば地区のバイオ談話会も話題のひとつとなりました。 
④ 上記の項目に関する CD と産聡研 Today のコピーを配布しました 
 

3）第 10 回定例会のお知らせ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオオテクノロジー標準化支援協会 第 10 回 定例会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
日時 2009 年４月 2４日（金）午後 1 時 30 分―３時 30 分 
   （会場には世話人は 12 時から 4 時 30 分まで居りますので この時間帯にきてくだ

さっても結構です。 Lunch を持ってきてこの場所で食べてくださっても結構で

す。（コーヒ は十分にあります。）） 
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
 （前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見つけ方は、まず、“東急ハンズ”を見つけてください。 正面から見て左の

辻を入るとハンズの商品の搬入口があります。 その入り口の左側がニュー渋谷コ

ーポラスの入り口です。）地図はホームページ ジャーナルの 10号に載っています。 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

1) 話題  ISO 

 (International Organization for Standardization) 

 標準化国際機構   を調べてみましょう。 

 
 日本では ISO 9000 とか ISO14000 があまりにも有名ですが、ISO の組

織は２４６の TC(技術委員会)を持つ膨大な組織です。バイオテクノロジーに

関する TC はまだないのですが、バイオテクノロジーは他の領域と少し異なっ



て横断的なものです。 ANSI と ISO で昨年の初めから Biotechnology の

TC のための新しい動きが始まっているようです。(次記事参照) 日本でこの

活動に対応しているのは誰なのでしょうか？ 私たちはどう関与すればよい

のでしょうか？ 
Internet で組織図などを、みんなで見ながら必要そう TC を Down Road し

てみたいと思います。これらをまとめて資料 CD が作れればと思っています。 

 
 
 

４）ホームページに e-library のリストが新しくなりました。 会員の方

はその中から希望のものをご指摘ください。 
 



 
 


